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幼稚園送迎バス運行に関して
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《バス運行判断を行うための情報取得サイト》

キキクルPC版

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#zoom:5/lat:40.010787/lon:138.99
9023/colordepth:normal/elements:land

携帯アプリ版

携帯アプリ版

携帯アプリ版
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《災害に応じてのバス運行停止の基準》

1，気象庁等関係当局の気象予測でバスの運行地域が暴風域入ることが
発表された場合、暴風域に入る前後の時間帯を予め運休

※暴風域とは：台風の周辺で、平均風速が25m/s以上の風が吹いているか、

地形の影響などがない場合に吹く可能性のある領域

2, 強風注意報が発令されていて平均風速が13m/sを超える場合
【NHKアプリ天気予報またはキキクルの風速】で登園降園時のバスの運行時の
風速が越える場合

3, 運行経路および園の近隣の河川が【NHKアプリ データマップ河川
中小】で「氾濫注意水位（水位レベル2）以上が予測される場合

対象河川 ※対象河川があれば各園で記載してください

4, 津波警報が発令されていて、ハザードマップ上海抜1ｍ～3ｍにバス
の運行経路が入っていて【キキクル、NHKアプリ災害情報で 大津
波・津波警報注意報】出ている場合

5, 雨、風雪、濃霧に関する警報・注意報が【NHKアプリ災害情報、
キキクル】で出ていて，バス運行ルートの冠水、視界距離100メー
トル以下の場合は、状況により運行中止も考慮する

6, 運行経路が土砂災害警戒区域にあり、【キキクル危険度分布、
NHKアプリ土砂災害情報】で「警戒レベル2相当」が発令されてい
る場合

7, 【キキクル、NHKアプリで】風雪警報・注意報が発令されていて
平均風速が13ｍ/ｓを超える場合、吹雪や地吹雪によって視界距離
100メートル以下の場合

8, 【キキクル、NHKアプリで】大雪注意報・警報が出ていて園バスの
運行上、搭乗児童の安全の確保を難しい場合

9,その他：園として安全運行を担保できないと判断した場合
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《地震発生時の対応》

1、バス運行前に地震が発生した際

運行ルートの道路状況の確認で判断

道路情報提供システム
で確認

2、バス運行時に地震が発生した際
運転士：ハンドルをしっかり握って徐々にスピードを落とし、

ハザートランプを上げながら道路の左側に停車して
エンジンを停止する

添乗員：児童の安全確認を行い、児童を前かがみにさせ、前の座席の
背もたれをしっかりとつかませる

揺れが
落ち着き次第

引き続きの運行に関しては本部（施設）の指示で行う

※ハザードマップで津波災害エリアを運行する車両は
日ごろから、即時避難可能な高台を確認しておく
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全国瞬時警報システム（Ｊアラート）とは

 気象警報などの緊急情報（本書P2～P6を参照）

 緊急地震速報（本書P7を参照）

 津波警報（本書P7を参照）

 弾道ミサイル飛来時
1，バス運行前

ミサイルの落下の可能性および落下場所の確認

安全が確認できるまで施設待機

2，バス運行中

運転士：ハザートランプを上げながら道路の左側に停車して
エンジンを停止する

添乗員：児童に低い姿勢を取らせ、頭部の保護を行わせる

引き続きの運行に関しては本部（施設）の指示で行う

首相官邸（災害・機器情報）

Ｊアラート詳細確認は
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